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三 

 
衆
議
院
議
員
小
林
進
君
提
出
金
大
中
氏
の
自
由
、
そ
の
他
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

(1)
(一 ) 

金
大
中
氏
の
選
挙
違
反
裁
判
の
事
実
経
過
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
承
知
し
て
い
る
。 

金
大
中
氏
は
、
一
九
六
七
年
四
月
の
第
六
代
大
統
領
選
挙
に
関
連
し
て
大
統
領
選
挙
法
違
反
容
疑
で
、

同
年
八
月
二
日
ソ
ウ
ル
刑
事
地
方
法
院
に
起
訴
さ
れ
、
同
年
六
月
の
第
七
代
国
会
議
員
選
挙
に
関
連
し
て

国
会
議
員
選
挙
法
違
反
容
疑
で
、
同
年
九
月
六
日
ソ
ウ
ル
刑
事
地
方
法
院
に
起
訴
さ
れ
、
ま
た
一
九
七
一

年
四
月
の
第
七
代
大
統
領
選
挙
に
関
連
し
て
大
統
領
選
挙
法
違
反
容
疑
で
、
ま
た
同
年
五
月
の
第
八
代
国

会
議
員
選
挙
に
関
連
し
て
国
会
議
員
選
挙
法
違
反
容
疑
で
、
同
年
七
月
二
十
六
日
ソ
ウ
ル
刑
事
地
方
法
院

に
起
訴
さ
れ
た
。 

こ
れ
ら
は
一
括
審
理
さ
れ
、
一
九
七
五
年
九
月
十
二
日
検
察
側
は
金
大
中
氏
に
懲
役
五
年
を
求
刑
し
、 



二
に
つ
い
て 

(3)
及
び

(4) 

政
府
と
し
て
は
、
韓
国
中
央
情
報
部
部
員
が
日
本
国
内
に
存
在
し
、
か
つ
活
動
を
行
つ
て
い
る
と

の
事
実
は
は
握
し
て
い
な
い
。 

(1)
及
び

(2) 

我
が
国
に
お
い
て
、
外
国
の
公
権
力
の
行
使
に
よ
り
、
日
本
に
居
住
す
る
日
本
国
民
及
び
外
国
人

の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
よ
う
な
事
例
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

(2) 

田
中
・
金
両
首
脳
会
談
に
お
い
て
は
、
金
大
中
氏
の
選
挙
違
反
に
か
か
わ
る
裁
判
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

論
議
さ
れ
な
か
つ
た
。 

(二 ) 

金
大
中
氏
に
係
る
選
挙
違
反
裁
判
に
つ
い
て
は
、
韓
国
の
司
法
機
関
に
よ
る
韓
国
人
に
対
す
る
裁
判
で

あ
る
の
で
、
日
本
国
政
府
と
し
て
こ
れ
に
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
。 

同
年
十
二
月
十
三
日
ソ
ウ
ル
刑
事
地
方
法
院
は
、
金
大
中
氏
に
禁
錮
一
年
及
び
罰
金
刑
宣
告
猶
予
の
判
決

を
下
し
、
金
大
中
氏
は
直
ち
に
控
訴
し
た
。 

四 

 



 

五 

し
た
が
つ
て
、
特
別
の
外
交
措
置
を
執
る
と
い
う
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。 

三
に
つ
い
て 

政
府
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
年
十
月
二
十
九
日
衆
議
院
予
算
委
員
会
（
第
七
六
回
国
会
）
の
審
議
の
際
の
小
林

進
委
員
の
金
東
雲
元
書
記
官
の
出
頭
要
請
問
題
に
関
す
る
発
言
に
つ
き
、
委
員
長
か
ら
「
私
も
ご
も
つ
と
も
な

御
発
言
と
思
い
ま
す
の
で
、
委
員
長
と
し
て
政
府
に
対
し
善
処
方
を
要
望
し
ま
す
が
、
外
務
大
臣
い
か
が
で
ご

ざ
い
ま
す
か
。
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
外
務
大
臣
は
「
政
府
は
、
国
会
の
御
審
議
を
尊
重
し
、
た
だ
い
ま
の
委
員

長
の
御
発
言
の
御
趣
旨
を
体
し
、
責
任
を
も
つ
て
委
員
長
の
御
要
望
が
実
現
す
る
よ
う
お
約
束
を
い
た
し
ま

す
。
」
と
答
弁
し
、
更
に
委
員
長
よ
り
「
二
十
一
日
に
小
委
員
会
が
で
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
、
回
答
の

各
大
臣
か
ら
報
告
を
い
た
す
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。
」
と
の
発
言
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
は
、

こ
の
委
員
長
の
発
言
の
趣
旨
に
そ
つ
て
外
務
大
臣
よ
り
報
告
す
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




